
生
命
（
い
の
ち
）
の
に
ぎ
わ
い
と
つ
な
が
り

房総丘陵を代表する動物にニホンザルとニホンジカがい

ます。最近の調査では，どちらも数千頭が生息していること

が分かっています。ニホンザルもニホンジカも植物を食べて

います。ニホンザルやニホンジカがくらせる房総丘陵は，と

ても豊かな自然だと言えるでしょう。そのほかにもタヌキ，

アナグマ，テンなども生息しています。1960 年代にはニホ

ンザルやニホンジカは，絶滅の危機にひんしていた時期もあ

りましたが，現在はそのころと比べ個体数も増え，目にする機会もずっと増えました。

（３）里海の自然

　千葉県は，まわりを川や海で囲まれています。北は利根川，南と東は太平洋，西は江戸川と東

京湾です。東京湾では，干
ひが た

潟＊や浅
あさ せ

瀬＊，アマモ場＊が見られます。干潟では貝類がとれ，沿岸に

はスズキなどの漁
ぎょじょう

場もあり，古くから海の生物と人々の生活が深く結びついています。房総半

島南端の館
たてやま

山付近では，熱帯の海にいるような造
ぞうしょうせい

礁性サンゴ＊も見られます。南房総では，山か

らの栄養は川へ，そして海へと流れ込み，岩場のカジメ海中林＊をはぐくみ，多くの魚の隠
かく

れ家
が

となっています。沖合では暖流（黒
くろしお

潮）と寒流（親
おやしお

潮）がぶつかり，多くの種類の魚がとれます。

九
くじゅ う く り

十九里では江戸時代には大量にイワシがとれ，魚
ぎょゆ

油＊や肥料（干
ほしか

鰯＊）として出荷されていました。

　川と海はつながっています。山に降り注いだ雨が川を形成し，川の恵みが海の磯
いそ ね

根＊を形成し，

それらが海の生物を育てています。里海の自然を守るためには，川の自然を守ることから始める

と考えてもよいでしょう。多くの生物が生息する千葉県の里海の自然は，わたしたちのくらしと

かかわっているのです。

＊用語解説）[ 干潟 ] 海岸で潮がひいたときに現れる砂や泥の場所。[ 浅瀬 ] 海の浅いところ。[ アマモ場 ] 海の中で，アマモの繁茂しているところ。

　　　　　　[ 造礁性サンゴ ] サンゴ礁をつくるイシサンゴ類や石灰藻類。[ 磯根 ] 波打ち際の磯から続く海底が岩になっている部分。

　　　　　　[ カジメ海中林 ] 海の中で，カジメが繁っているところ。 [ 潮間帯 ] 満潮時には海水が到達し，干潮時に陸が露出する線の間の場所。

　　　　　　[ 魚油 ] イワシ・ニシン・サバなどの魚をしぼって採った油。[ 干鰯 ] イワシを干した物で，畑の肥料に使われていた。

ハマヒルガオ・コウボウムギ
ハマニガナ
シロチドリ・トウネン
ハマシギ・ミユビシギ アカウミガメ

スナガニ・フジノハナガイ
ハマナスホリガニ

スズキ・イワシ
スナメリ
カモメ
ガザミ

砂浜

えさを探すミユビシギ 沿岸

ハマヒルガオ
シオクグ
ウミニナ
ヤマトシジミ（河口）

シギ・チドリ
アサリ
バカガイ
アカテガニ
ウナギ

カレイ
スズキ

アサリ　カニ
カモ

アマモ場

干潟
浅瀬

干潟でのアサリとり

東京湾

九十九里浜

外房貴重な鳥類がくらす利根川

館山沿岸の造礁性サンゴ

ヒジキ
ヤドカリ
フジツボ
イソギンチャク
ウニ・ウミウシ

イソヒヨドリ
クロサギ

イセエビ
サザエ
アワビ

カツオ
サンマ・サバ
アジ・タイ

ヒジキが岩をおおう潮だまり

潮だまり
磯根 カジメ海中林

沖合
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